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　一般質問

P11　　村田　春樹

P12　　香取　憲一

　　木村　喜一

P13　　長津　智之

　　島田 清一郎

P14　　小川　賢治

　　石井 　 旭

P15　　福島 ヤヨヒ

　　植木　弘子

P16　　谷仲　和雄

　　戸田　見良

【質問議員　11 名】   ※質問順

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問します！

市
政
を
質た

だ

す
！

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

羽鳥駅周辺整備事業の今後のスケジュールは

民間活力による市有地利活用の推進を図る

村 田　春 樹

Ｑ

現
行
の
０
歳
か
ら
２
歳
の

子
育
て
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ

教
育
部
長
　

国
の
段
階
的

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の

動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
子

育
て
世
帯
に
や
さ
し
い
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
子
育

て
事
業
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ

羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
駐
輪
場
は
。

Ａ

都
市
建
設
部
長
　

今
後
は

民
間
活
力
に
よ
り
東
口
市
有

地
を
利
活
用
で
き
る
民
間
事

業
者
を
募
集
し
て
い
く
。
今

後
の
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

９
月
下
旬
に
募
集
要
項
等
を

公
表
し
、
事
業
者
か
ら
の
提

案
書
類
の
受
付
や
書
類
審
査

後
、
来
年
２
月
上
旬
に
利
活

用
事
業
の
優
先
交
渉
者
を
決

定
し
て
い
く
予
定
で
、
民
間

活
力
に
よ
る
市
有
地
利
活
用

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

駐
輪
場
は
、
現
在
の
仮
設

駐
輪
場

（
１
５
０
台
）
を
増

設
整
備

（50
台
）
し
、
さ
ら

に
駅
舎
北
側
の
線
路
沿
い
付

近
に
駐
輪
場

（50
台
）
を
整

備
す
る
予
定
。

Ｑ

多
子
世
帯
保
育
料
軽
減

事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
第

１
子
の
保
育
料
の
現
状
と
支

援
策
は
。

Ａ

教
育
部
長
　

令
和
２
年
９

月
分
の
保
育
料
が
賦
課
さ

れ
て
い
る
第
１
子
が
１
６
３

名
、
保
育
料
月
額
が
合
計

３
０
９
万
４
千
円
。
単
純
計

算
で
12
か
月
に
置
き
換
え
る

と
、
年
額
４
６
８
５
万
６
千

円
と
な
る
。
第
１
子
に
つ
い

て
全
部
な
い
し
一
部
補
助
の

実
施
は
現
状
で
は
一
般
財
源

と
な
る
た
め
、
慎
重
な
協
議
、

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ

段
階
的
無
償
化
以
外
の

支
援
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ

教
育
部
長
　

教
育
・
保
育

無
償
化
の
対
象
外
と
さ
れ
て

い
る
保
護
者
が
、
施
設
の
実

コ
ス
ト
に
応
じ
て
負
担
す
る

園
服
や
日
用
品
、
文
房
具
等
、

行
事
参
加
費
や
通
園
送
迎
費

用
、
食
事
提
供
費
は
完
全
実

費
負
担
の
た
め
、
さ
ら
に
利

用
施
設
に
よ
っ
て
金
額
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
上
限
額
を

設
定
し
た
上
で
市
独
自
の
補

助
事
業
を
検
討
す
る
余
地
は

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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きめ細かい周知や説明を行うよう努めていく

公共施設管理計画の進行 ・ 説明は丁寧に

香 取　憲 一

Ｑ

小
川
小
学
校
・
橘
小
学

校
の
跡
地
利
活
用
の
そ
の
後

の
進
捗
状
況
及
び
今
後
閉
校

予
定
の
各
地
区
小
学
校
の
跡

地
利
活
用
方
針
へ
の
課
題
は
。

Ａ

総
務
部
長
　

旧
小
川
小

学
校
は
来
年
1
月
完
了
予
定

で
プ
ー
ル
を
解
体
予
定
。
校

舎
は
来
年
３
月
策
定
完
了
予

定
の

「
公
共
施
設
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
」
に
お
い
て

具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
る

予
定
。
橘
小
は
校
舎
の
解
体

に
つ
い
て
移
転
補
償
等
の
協

議
を
進
行
さ
せ
、
財
源
確
保

に
努
め
て
い
る
現
状
。
今
後

の
閉
校
予
定
の
小
学
校
の
跡

地
利
用
は
、
令
和
３
年
度
に

玉
里
小
の
解
体
予
定
。
（
玉

里
教
育
学
園
義
務
教
育
学
校

の
部
活
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
使
用

予
定
）
そ
の
他
は
旧
小
川
小

に
同
じ
く

「
公
共
施
設
建
築

物
系
個
別
施
設
計
画
」
を
踏

ま
え
て
進
め
る
予
定
。

Ｑ

「
公
共
施
設
建
築
物
系
個

別
施
設
計
画
」
の
進
捗
状
況
・

内
容
及
び
策
定
完
了
後
の
市

民
の
皆
様
へ
の
周
知
・
説
明

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ

総
務
部
長
　

「
小
美
玉
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
推
進
本
部
」
及
び

「
小
美

玉
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
委
員
会
」
で
計
画

策
定
に
取
組
ん
で
い
る
。
今

後
40
年
間
で
公
共
施
設
総
保

有
量
を
現
在
か
ら
延
床
面
積

で
30
％
削
減
し
、
維
持
更
新

コ
ス
ト
の
圧
縮
を
図
り
、
将

来
世
代
の
負
担
軽
減
を
目
標

と
し
て
い
る
。
12
月
議
会
に

更
に
具
体
的
計
画
内
容
を
報

告
・
説
明
で
き
る
よ
う
取
組

み
を
進
行
中
。

要

望
　

２

か

年

で

約

２
，

８
０
０
万
円
の
予
算
を
投
じ

る
大
切
な
計
画
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
の
真

意
と
御
理
解
を
得
る
に
は
な

お
一
層
の
懇
切
丁
寧
な
周
知

説
明
が
な
さ
れ
、
納
得
と
共

感
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
執
行

部
の
さ
ら
な
る
努
力
を
要
望

す
る
。

　　一般質問

木 村　喜 一

地域再生計画立案で 「企業版ふるさと納税」 の活用を望む

本年度中に第２期総合戦略を修正して位置づける

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
戦
略
の
再
構
築
を
。

首
都
圏
勤
務
者
を
呼
込
む
た

め
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環

境
整
備
を
望
む
声
が
あ
る
中

移
住
・
定
住
・
週
末
田
舎
別

荘
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　

仕
事

の
形
態
や
生
活
様
式
の
変
化

を
受
け
若
者
を
含
む
各
世
代

は
便
利
な
生
活
か
ら
安
心
安

全
な
暮
ら
し
を
求
め
地
方
移

住
を
考
え
る
人
達
が
増
加
し

始
め
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

移
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、

若
者
へ
の
支
援
を
図
る
。

Ｑ

農
地
付
空
家
の
流
通
に

向
け
た
事
業
の
推
進
を
。

Ａ

市
民
生
活
部
長

農
地
の

権
利
取
得
を
現
行
の
50
ア
ー

ル
か
ら
１
ア
ー
ル
へ
と
緩
和

規
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

引
続
き
農
業
委
員
会
と
連
携

し
農
地
付
空
家
の
有
効
活
用

ヘ
向
け
努
力
す
る
。

Ｑ

新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
及

び
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ

総
務
部
長

各
所
管
課
で

の
保
有
デ
ー
タ
を
整
備
、
公

開
し
更
な
る
市
民
の
利
便
性

向
上
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

Ｑ

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
現
状
と
今
後
の
本
市

の
取
組
計
画
は
。

Ａ

企
画
財
政
部
長
　

現
在

は
制
度
活
用
さ
れ
て
い
な
い

が
本
市
で
も
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
く
。

①地方公共団体が地方版総合戦略を策定

②①の地方版総合戦略を基に地方公共団

   体が地域再生計画を作成

①地方公共団体が地方版総合戦略を策定

②①の地方版総合戦略を基に地方公共団

   体が地域再生計画を作成

© 内閣府地方創生推進事務局

▲　解体が始まった旧小川小学校プール
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Ｑ

毎
年
猛
威
を
振
る
う
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が
到
来

す
る
。
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
と
が
同
時
流
行
の
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
本
市

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
助
成
金
を
出
し
て
い
る

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
小
中
学
校
、
幼
保
施
設
等

で
の
同
時
流
行
を
抑
え
る
意

味
で
も
、
そ
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
皆
様
に
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
、

15

歳
以
下
の
方
や
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、
無

料
接
種
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長

15
歳
以

下
や
高
齢
者
の
方

（
65

歳

以
上
）
に
は
、
1
回
分
２
，

５
０
０
円
を
助
成
す
る
。
医

療
機
関
で
は
、
感
染
予
防
対

策
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
予

防
接
種
の
受
け
入
れ
に
は
大

変
慎
重
に
な
っ
て
お
り
、
無
料

接
種
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
年
度
は

「
新
し
い
生
活
様

式
」
に
基
づ
く
感
染
対
策
の

啓
発
に
努
め
る
。

Ｑ

市
道
栗
又
四
ケ
線
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
現

在
一
部
開
通
し
て
い
る
区
間

で
市
道
と
の
交
差
点
が
あ
る

が
、
優
先
道
路
が
変
わ
り
、

す
で
に
数
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
道
路
づ
く
り
は

安
全
対
策
を
鑑
み
整
備
し
て

い
く
と
思
う
が
、
一
部
開
通

し
た
部
分
を
含
め
て
今
後
整

備
す
る
路
線
と
合
わ
せ
て
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ

都
市
建
設
部
長

３
月
の

供
用
開
始
後
、
交
通
安
全
対

策
と
し
て
交
差
点
中
心
部
に

交
差
点
の
マ
ー
ク
の
設
置
、

栗
又
四
ケ
線
と
交
差
す
る
道

路
側
に
は
、
停
止
線
付
近
に

埋
込
式
の
自
発
光
式
道
路
鋲

の
設
置
や

「
と
ま
れ
」
、
「
事

故
多
発
注
意
」
の
啓
発
看
板

を
設
置
し
た
。
引
き
続
き
、

道
路
利
用
者
の
通
行
状
況
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
主
道

路
で
あ
る
栗
又
四
ケ
線
側
に

も
必
要
な
警
戒
標
識
等
を
設

置
す
る
。

無料接種はたいへん難しい

インフルエンザ予防接種　15 歳以下を無料に

長 津　智 之

▲　栗又四ケ線と玉 22 号線の交差点

　一般質問

島 田  清一郎

駅西口付近の国道、 県道の道路整備について

陸の交流エリアとしてまちづくりを進める

Ｑ

羽
鳥
駅
西
口
周
辺
の
国
、

県
道
の
歩
道
設
置
を
含
め

て
、
道
路
整
備
の
現
状
と
計

画
を
問
う
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長

歩
道
が

な
く
、
踏
切
が
狭
隘
で
あ
り
、

交
通
の
安
全
性
や
利
便
性
に

支
障
を
来
た
し
て
い
る
。
管

理
を
し
て
い
る
茨
城
県
に
整

備
要
望
を
し
て
い
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
県

と
連
携
し
て
事
業
着
手
に
向

け
て
協
議
し
て
い
く
。

Ａ

市
長
　

陸
の
交
流
エ
リ
ア

と
し
て
、
羽
鳥
駅
を
中
心
と

し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
。
茨
城
県
に
対
し

て
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く

の
で
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望
　

　

羽
鳥
小
学
校
北
側
の
国
道

３
５
５
号
線
と
市
道
の
交
差

点
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
る

小
学
生
達
を
守
る
た
め
の
防

護
壁
の
設
置
、
交
差
点
付

近
に
ス
ピ
ー
ド
抑
制
鋲
の
設

置
、
安
全
運
転
を
促
す
標
識

の
設
置
な
ど
、
こ
の
交
差
点

で
の
交
通
通
安
全
対
策
を
早

急
に
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ

こ
の
事
業
は
小
美
玉
市
に

と
っ
て
主
要
な
事
業
と
な
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
は
。

▲　羽鳥駅前 （県道竹の内羽鳥停車場線）

▲　Ｒ３５５と市道の交差点
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小 川　賢 治

  新型コロナウイルス感染症 「小美玉市持続化給付金」 の支給実績は

9.1 現在　　支給件数 29 件 / 支給額 580 万円 / 令和 3 年 1 月 15 日まで申請受付

◀ 感染症対策として自動

　体温測定器で検温中  

  （本庁舎入口）

　　一般質問

１
．
産
業
経
済
行
政
に
つ
い
て

Ｑ

「
小
美
玉
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力

金
」
の
支
援
実
績
は
。

Ａ
　

産
業
経
済
部
長
　

5
月
7

日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
受
付

期
間
で
、
支
給
件
数
は
92
件
、

支
給
総
額
は
７
１
５
万
円
。

Ｑ
　

「
小
美
玉
市
持
続
化
給
付

金
」
の
支
給
実
績
は
。

Ａ
　

産
業
経
済
部
長
　

令
和
3

年
1
月
15
日
ま
で
申
請
受
付
期

間
を
延
長
し
て
い
る
。
9
月
1

日
現
在
で
支
給
件
数
は
29
件
、

支
給
額
は
５
８
０
万
円
。

Ｑ

持
続
化
給
付
金
の
事
業
者

に
対
す
る
周
知
は
。

Ａ

産
業
経
済
部
長
　

広
報
紙
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

商
工
会
な
ど
関
係
機
関
に
周
知

を
依
頼
、
農
業
者
に
対
し
て
は

農
協
生
産
部
会
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
た
。
今
後
よ
り
多

く
の
対
象
者
が
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

２
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
取
り
組
み
事
業

に
つ
い
て

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
対
策
を
進
め
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
理
念
に
基
づ
き
環
境
保
全
や

地
域
振
興
を
目
指
す
自
治
体

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

が
、
本
市
の
現
在
の
取
り
組

み
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　

企
画
財
政
部
長

市
で
取

組
ん
で
い
る
総
合
戦
略
の
中

で
の
目
標
１

「貧
困
を
な
く
そ

う
」
で
は
、
感
染
拡
大
に
よ
る

雇
い
止
め
め
や
解
雇
、
事
業

収
益
の
減
少
等
へ
の
対
応
と
し

て
、
市
民
並
び
に
事
業
者
へ
市

独
自
の
持
続
化
給
付
金
や
ひ

と
り
親
世
帯
並
び
に
大
学
生

等
へ
の
支
援
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。
目
標
３

「
す
べ
て
の

人
に
健
康
と
福
祉
を
」
で
は
、

感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
、

妊
産
婦
や
高
齢
者
並
び
に
子

ど
も
達
へ
の
優
先
的
な
マ
ス
ク

配
布
、
ま
た
家
庭
内
や
職
場

内
で
使
用
で
き
る
除
菌
水
の

配
布
、
体
温
自
動
測
定
器
の

設
置
な
ど
市
民
の
安
全
安
心

な
生
活
環
境
の
確
保
を
実
施

し
て
い
る
。
目
標
４

「
質
の
高

い
教
育
を
み
ん
な
に
」
で
は
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
対
応
と
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
築
を
目
指

し
、
全
て
の
小
中
学
校
全
児

童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
対
応
を

進
め
て
い
く
。

突然の白河診療所の閉鎖理由は

患者数減少、 医師不足、 建物老朽化の現状踏まえ

石 井　旭

Ｑ

閉
鎖
時
期
を
検
討
委
員

会
等
で
、
検
討
し
て
き
た
と

思
う
が
、
市
民
へ
の
公
表
時

期
と
説
明
責
任
が
、
一
番
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
の

対
応
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長
　

患
者
数

の
減
少
、
経
営
状
況
、
医

師
不
足
、
診
療
所
の
建
物
の

老
朽
化
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
閉
所
予
定
と
す
る
。
検
討

委
員
会
等
は
設
け
て
い
な
い

が
、
市
国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会

で
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
市
民
へ
の
公

表
時
期
は
令
和
3
年
1
月
か

ら
3
月
を
周
知
期
間
と
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、

地
区
内
回
覧
、
診
療
所
内
の

掲
示
等
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ

患
者
を
小
美
玉
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
送
迎
す
る
こ
と
が

必
須
だ
と
考
え
る
が
、
現
在
、

送
迎
バ
ス
の
運
行
が
無
い
地

区
へ
の
送
迎
体
制
方
針
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長

現
行
の

白
河
診
療
所
前
を
通
過
す
る

ル
ー
ト
に
白
河
診
療
所
敷
地

内
を
バ
ス
停
に
追
加
し
、
さ

ら
に
白
河
診
療
所
直
行
便
を

追
加
す
る
。

Ｑ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
状
況

と
閉
鎖
時
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長
　

９
月

中
旬
か
ら
患
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
閉

所
後
の
患
者
が
不
便
を
来
さ

な
い
よ
う
対
応
す
る
た
め
の

内
容
で
、
小
美
玉
市
医
療
セ

ン
タ
ー
の
状
況
説
明
、
閉
鎖

後
に
受
診
予
定
の
医
療
機

関
、
小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
を
受
診
す
る
場
合
の
交

通
手
段
な
ど
で
あ
る
。
令
和

３
年
１
月
か
ら
３
月
を
周
知

期
間
と
し
、
令
和
２
年
度
末

で
閉
所
予
定
と
な
る
。

Ｑ

（
仮
称
）
石
岡
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
計
画
だ
が
、
石
岡

市
長
の
交
代
や
石
岡
市
議
会

も
未
だ
賛
否
両
論
の
中
、
小

美
玉
市
の
か
か
わ
り
方
は
。

Ａ

市
長  

救
急
体
制
の
強
化

や
産
科
新
設
及
び
小
児
救
急

の
拡
充
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
限
定
し
、
支
援
策
等
を
含

め
て
、
今
後
、
石
岡
市
、
か

す
み
が
う
ら
市
と
協
議
し
、

連
携
し
て
い
く
。
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福 島　ヤヨヒ

Ｑ

市
民
の
検
査
は
ど
う
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。
医
療
体

系
に
つ
い
て
は
確
立
さ
れ
て

い
る
か
。
発
熱
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
た
い
と
き
は
。

Ａ

保
健
衛
生
部
長
　

発
熱

が
続
い
た
場
合
、
「帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に

相
談
す
る
か
、
か
か
り
つ
け

医
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は

検
査
が
受
け
ら
れ
る
。
水
戸

保
健
医
療
圏
地
域
検
査
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
中
央
保

健
所
内
に
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
に

よ
る
検
査
が
年
度
内
実
施
さ

れ
、
市
職
員
も
派
遣
を
行
う
。

Ｑ

教
育
現
場
で
の
対
策
と
、

多
人
数
ク
ラ
ス
で
の
対
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
少
人
数
学
級
の
実
現
を

望
む
。
給
食
の
無
償
化
は
考

え
て
い
る
か
。

Ａ

教
育
部
長

35
以
上
の

学
級
は
8
校
19
ク
ラ
ス
あ
る

が
、
多
目
的
室
や
音
楽
室
な

ど
広
い
教
室
の
利
用
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
音
楽
の
授
業
を
行

う
な
ど
、
3
密
を
避
け
る
工

夫
を
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
も
全
児
童
生
徒
に

配
布
、
消
毒
作
業
は
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
協
力
い
た

だ
き
行
っ
て
い
る
。
期
間
限

定
の
給
食
の
無
償
化
は
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ

く
ら
し
を
守
る
た
め
の

持
続
化
給
付
金
の
対
応
は
充

分
か
。
地
元
事
業
者
の
救
済

を
し
っ
か
り
考
え
支
え
て
欲

し
い
。
国
保
税
、
後
期
高
齢

者
保
険
料
減
免
制
度
の
周
知

徹
底
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ

産
業
経
済
部
長
　

支
給
件

数
か
ら
み
る
と
浸
透
し
て
い

な
い
状
況
か
ら
、
金
融
機
関
、

農
業
生
産
部
会
な
ど
を
通

じ
、
よ
り
多
く
の
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。
国

保
税
等
の
減
免
措
置
に
対
し

て
も
、
民
生
委
員
児
童
委
員

等
を
通
じ
た
周
知
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

充
分
な
交
付
金
活
用
と
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
誰
も
が
公

平
に
購
入
で
き
る
仕
組
み
に
。

・
避
難
所
対
策
は
充
分
か
。

市
民
に
周
知
徹
底
を
望
む
。

・
国
民
健
康
保
険
税
傷
病
手

当
の
支
給
対
象
の
拡
充
を
。

特
定
健
診
制
度
に
聴
力
検

診
、
歯
科
検
診
を
。

不安感を払拭できるよう今後も情報発信していく

　一般質問

コロナ過から市民の命とくらしを守る対策は

植 木　弘 子

冷静な行動をお願いし、 人権擁護活動に取組んでいく

 　コロナ差別、 いじめ対策の取組みを伺う

Ｑ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終

息
が
未
だ
見
え
な
い
中
、
人

権
教
育
及
び
感
染
者
へ
の
偏

見
を
防
ぐ
取
組
み
は
、
市
民

全
体
の
も
の
と
し
て
、
市
民

生
活
の
安
全
、
安
心
を
守

る
た
め
必
要
か
つ
重
要
な
も

の
。
市
内
に
感
染
者
が
出
て

も
、
詮
索
や
差
別
や
デ
マ
で

は
な
く
、
支
え
合
え
る
市
民

と
な
る
た
め
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
浸
透
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
取

組
み
状
況
と
今
後
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ  

保
健
衛
生
部
長
　

各
種

人
権
相
談
窓
口
を

「
み
ん
な

の
人
権
１
１
０
番
」
「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」
な
ど

案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、
文

科
省
か
ら
の
周
知
依
頼
が
あ

り
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
差
別
・
偏

見
の
防
止
」
に
向
け
た
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
児
童
、
生
徒

は
も
と
よ
り
学
校
関
係
者
や

保
護
者
へ
各
学
校
を
通
し
て
周

知
し
て
い
る
。
　

市
民
の
皆
様

に
は
正
し
い
情
報
の
も
と
、

冷
静
な
行
動
を
お
願
い
し
、

今
後
と
も
不
当
な
偏
見
や
差

別
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

１
．
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

・
避
難
所
運
営
の
あ
り
方

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策

２
．
新
し
い
生
活
様
式
に
向

け
た
諸
施
策
の
具
体
化

３
．
工
事
及
び
業
務
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
徹
底

４
．
フ
レ
イ
ル

（
加
齢
に
伴

う
虚
弱
化
）
予
防
の
推
進

Ｑ

そ
の
他
の
質
問

よ
う
、
広
報
紙
等
を
活
用
し

注
意
を
促
す
と
と
も
に
引
き

続
き
人
権
擁
護
活
動
に
取
組

ん
で
い
く
。

恐
れ
る
べ
き
は
人
で
は
な
く

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
病
気
を
理

由
に
人
を
差
別
し
た
り
、
職

業
や
属
性
だ
け
で
レ
ッ
テ
ル

を
貼
り
排
除
す
る
こ
と
は
絶

対
に
許
容
で
き
ま
せ
ん
。 © 公益財団法人　人権教育

　　啓発推進センター
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  小川小学校跡地周辺の一体的利活用を図るべき

歴史的価値や周辺地域を一体的に捉え検討したい

谷 仲　和 雄

Ｑ

施
設
と
そ
の
環
境
を
経

営
資
源
、
公
共
財
産
と
し
て

捉
え
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
立
ち
、

小
川
小
学
校
跡
地
周
辺
の
一

体
的
な
利
活
用
推
進
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。

Ａ
　

総
務
部
長
　

市
内
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

末
策
定
予
定
の
公
共
施
設
建

築
物
系
個
別
施
設
計
画
に
お

い
て
具
体
的
な
対
応
方
針
を

定
め
る
の
で
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
小
川
小
学
校
跡

地
は
、
昨
年
12
月
策
定
の
小

川
小
学
校
跡
地
利
活
用
方
針

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
遊
べ
る
広
場
や
市

民
の
交
流
拠
点
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る

が
、
周
辺
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

財
政
負
担
を
考
慮
し
た
公
共

施
設
の
最
適
化
を
図
る
と
と

も
に
、
歴
史
的
価
値
や
周
辺

地
域
を
一
体
的
に
捉
え
た
整

備
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
利
活

用
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
と
考
え
る
。

Ｑ

健
全
化
判
断
比
率
4
指

標
や
公
債
費
負
担
比
率
の
動

向
を
踏
ま
え
、
第
2
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
向
け

た
中
期
財
政
計
画
、
事
業
予

算
化
と
な
る
3
カ
年
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
「計
画
」
と
「財

源
」
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う

に
図
る
か
所
見
を
求
め
る
。

Ａ

企
画
財
政
部
長

行
財

政
改
革
を
進
め
経
常
的
経
費

の
削
減
を
図
る
。
各
財
政
指

標
を
踏
ま
え
つ
つ
、
3
カ
年

実
施
計
画
と
の
整
合
性
が
と

れ
た
中
期
財
政
計
画
を
作
成

し
て
い
く
。

▲ 右が小川公民館（1972 年築）、左が小川幼稚園跡地、

　 その奥に市立図書館・資料館（1991 年築）がある

※

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
:
施
設
と
そ
の
環
境
を
経
営
資
源
・
公
共
財
産
と
し
て
捉
え
、
公
共
施
設
の

保
全
や
管
理
運
営
方
法
等
に
お
い
て
経
営
的
な
視
点
か
ら
、
施
設
に
か
か
る
経
費
の
最
小
化
や
効
果
の
最
大

化
等
、
施
設
の
有
効
利
活
用
を
図
る
た
め
の
管
理
方
法

　　一般質問

戸 田　見 良

変
革
に
対
す
る
小
美
玉
地
域

に
必
要
な
計
画
に
つ
い
て

Ｑ

感
染
症
に
も
経
済
危
機

に
も
強
い
地
域
を
つ
く
る
た

め
の
基
本
計
画
に
組
み
入
れ

す
る
も
の
は
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　

国
よ

り
示
さ
れ
た

「
地
域
未
来

構
想
２
０
」
感
染
症
に
も
経

済
危
機
に
も
強
い
地
域
社
会

経
済
の
構
築
の
た
め
今
回
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普

及
や
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
促
進

し
、
後
期
基
本
計
画
に
も
明

確
な
位
置
づ
け
が
行
え
る
よ

う
検
討
す
る
。

Ｑ

人
口
減
少
に
と
も
な
う

強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
の

計
画
に
必
要
な
重
要
事
項
は
。

Ａ

企
画
財
政
部
長
　

「
移

住
・
定
住
」
「
出
会
い
の
場

の
創
出
」
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の
醸
成
」
な
ど
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

若
年
層
に
魅
力
を
届
け
る
た

め
に
継
続
し
て
事
業
を
推
進

し
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
リ

モ
ー
ト
環
境
を
生
か
し
た
交

流
も
進
め
る
。

Ｑ
　

学
校
適
正
化
に
と
も
な

う
規
模
と
配
置
に
お
け
る
小

中
一
貫
教
育
の
具
現
化
に
対

応
す
る
安
全
対
策
は
。

Ａ

企
画
財
政
部
長
　

通
学

路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
に

よ
る
情
報
共
有
や
通
学
路
安

全
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

関
係
機
関
へ
の
対
応
要
請
等

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ

最
終
的
に
誰
が
子
ど
も

た
ち
の
交
通
安
全
・
防
犯
を

守
る
の
か
。
　

Ａ  

教
育
部
長
　

子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
が
責
任
を

も
っ
て
対
応
し
た
い
と
考
え

る
。

通学路の安全は責任をもって教育委員会で対応する

  最終的に誰が子ども達の交通安全 ・ 防犯を守るのか

▲小美玉市上玉里地区通学路


